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加藤直之・宮武一貴《宇宙の戦士》1977年　©スタジオぬえ

　『鉄人28号』（１963年）をロボットアニメの嚆矢として、その後『マジンガー Z』（１972
年）の大ヒット、そしてロボットアニメの流れに新風を吹き込んだ『機動戦士ガン
ダム』（１979年）の影響下、現在に至るまで多数のロボットアニメが制作され、魅
力的なロボットがデザインされてきました。近年は横浜に登場した「動くガンダム」
を始めとする架空の「実物大」ロボットが日本の主要都市に存在し、人々を魅了し
ています。
　この度の展覧会「日本の巨大ロボット群像　−巨大ロボットアニメ、そのデザイ
ンと映像表現−」では、他の国のアニメーションには見られない、独自の進化と広
がりを見せてきた日本の巨大ロボットアニメにおけるデザインとその映像表現の歴
史を辿り、「巨大ロボットとは何か」を問いかけます。
　巨大さを観客の皆さんに体感していただける様々な趣向を凝らした展示（例えば、
床面に展開する全長１8mのガンダムの図像の上を歩いてそのサイズを体感できる
コーナーなど）も随所にあり、アニメの展覧会としてはかつてないユニークな内容
となっています。
　ここに掲載した図版は、アメリカの SF作家ロバート・A・ハインラインによっ
て１959年に発表された SF小説『宇宙の戦士』（Starship Troopers）に登場するパ
ワードスーツ「機動歩兵」で、加藤直之と宮武一貴によってハヤカワSF文庫の挿
絵にあたって造形されたその姿は『機動戦士ガンダム』のモビルスーツの造形に影
響を与えた事で知られています。本展ではこのパワードスーツに観客の皆さんが「入
り込み」、写真を撮れるコーナーもあります。なお本展では一部を除き写真撮影が
可能ですので、ぜひ撮影を通して巨大ロボットの感動をお持ち帰りいただき、ご家
族やお友達とシェアしていただければ幸いです。（高松市美術館学芸員　牧野裕二）

特別展「日本の巨大ロボット群像　－巨大ロボットアニメ、そのデザインと映像表
現－」は2024年 4 月20日（土）～ 6 月16日（日）、高松市美術館で開催。

  詳しくは美術館ホームページをご覧ください→

不動の滝（桜）（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）

●地域資源の魅力向上と活性化をめざして
� 香川県知事　池　田　豊　人

●「活気のある職場づくり」の考察と実践
� 中小企業診断士　中　村　文　彦
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❶ 地域資源の魅力向上と活性化をめざして
香川県知事　池　田　豊　人

❷  「活気のある職場づくり」の考察と実践
中小企業診断士　中　村　文　彦

�  多民族国家タイにおけるタイ王室の取り組み
株式会社百十四銀行（カシコン銀行トレーニー）　多田羅　良　介

�  老後生活に対する現役世代の意識調査について
山　口　良　三

� 理系爺
国立病院機構高松医療センター　名誉院長  　　　　　　　　　　　

香川大学・愛媛大学　客員教授　水　重　克　文

� 景気は、このところ足踏みもみられるが、緩やかに回復し
ている

� 景気は、持ち直している

� 経済指標

� 経済日誌

� 催し物のお知らせ

� 雑感

「調査月報」読者アンケートにご協力をお願いいたします
　日頃より「調査月報」をご購読いただき、誠にありがとうございます。この度、「調査月報」
誌面の充実によるより良い情報提供、地域経済への貢献等を目的として、読者アンケートを実
施いたします。
　つきましては、ご多忙中誠に恐れ入りますが、下記の QR コードからアンケートにお答えい
ただき、忌憚のないご意見・ご要望をお聞かせいただければ幸いです。
　なお、お答えいただきました回答は統計的に処理され、誌面充実のために当研究所のみで使
用し、その他の目的に使用することはございません。
　ご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

《アンケート内容についてのお問い合わせ先》
　一般財団法人 百十四経済研究所（担当）羽原（はばら）
　連絡先：０８７–８３６–２４９２


